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Abstract
         In this study, the ﬁeld investigation of the sacred places was done in and around Central Japan.  Moreover, the distribution of the 
temple sects that related to them was clariﬁed.  In addition, the transition of the sacred place was examined from various regional bases 
of nature, belief, and so on.　The main results are as follows.  1）The sacred point is on the characteristic natural landscape.  Two or 
more Shinto shrines and different sect temples have gathered there.  Though the sacred point is not a daily one, its environment is not 
a daily one, either.  There is an amusement center next to the sacred point as there is a hell next to the paradise, and that makes both of 
them more remarkable.  And it gives the sacred point and its surrounding a combined character.  2）Much more various elements are 
included in the sacred place where 33 and 88 sacred points were connected.  The sects of Shingon, Zen, etc. are related to the sacred 
place and many pantheons are enshrined there.  These sacred places had expanded from Ise, Kumano, Yoshino, Koya, Hiei, etc. to the 
peripheral regions, and even local elements came to be included there.  3）Ise is the area of Shintoism; Koyasan, esoteric Buddhism; 
Yoshino, Asceticism; and Kumano, the syncretization of Shinto with Buddhism.  Such character of Kumano was suitable for the desire 
of the aristocrat, etc., and many people came to visit Kumano from at the end of the ancient period.  4）Saigoku sacred places came to 
be crowded since the Middle Ages. The goddess of mercy enshrined there was related to many sects and her sutras were widely recited. 
Much more various gods were enshrined in the sacred place, and that made the place very Japanese and therefore, accepted by people. 
At the pilgrimage of Saigoku sacred places, not only 33 sacred points but also Ise, Yoshino, Koyasan, the scenic areas, etc. were 
visited, and the sacred points came to include extremely various content in themselves.  5）Shikoku sacred places came to be crowded 
after the recent times, and “two in company” visited Kobodaishi’s sage mark.  Various gods and buddhas such as Goddess of Mercy, 
Fudo, and Jizo are enshrined in the sacred places.  Moreover, the mild climate and the custom of entertaining may have made Shikoku 
sacred places widely interested.  6）Many local sacred places were established from the recent times.  They were usually composed of 
Shingon sect temples.  However, in the region with a powerful temple of another sect, that sect was the main part of the sacred place. 
The Shinto shrine where a local god is enshrined might not change even if the main temple sect changes greatly in the region.  In such 
a region, it may not be the temple sect but the local Shinto shrine that relates to the sacred place.  7）The sacred place is related to a 
speciﬁc sect.  However, holly sites, sage marks, etc. are seen in any sects.  Therefore, they are visited in any sect just like the pilgrimage 
of the sacred place.  As mentioned above, various gods and buddhas are enshrined in the sacred places. It can be thought that various 
elements had joined to the sacred places through the ages, and they became more and more diversiﬁed.
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Ⅰ　はじめに
　西国霊場では三十三の観音霊地が巡られ，四国霊場では
八十八の弘法大師旧蹟が巡られる。全国各地に分布する霊場
は，規模も内容も多様で，さらに地域的にも異なっている。
もともと諸神仏の鎮まる霊地に社寺が開かれ，さらにそれら
を結んで諸霊場が開創されてきたので，各地方霊場は地域の
自然・文化基盤に結びついている。近世以降には都市の整備
過程で寺町が形成され宗派寺院が移動するなどにより，霊場
は変容してその性格を複雑なものにしている。
　こうした霊場が寺院をはじめ神社や霊山などとかかわりを
もつ中で，とくに寺院宗派は霊場に深くかかわる。霊地にゆ
かりの深い観音や不動は，真言系をはじめ天台系，禅系の寺
院でも多数祀られ，全国各地の霊場札所は，真言系寺院が過
半を占めるほか，禅系や天台系の寺院におかれている。その
ため寺院宗派という一つの要因からも，霊場の開創やその性
格などの一端が示され得る。
　これまでにも寺院宗派の分布が調べられ，東日本と西日本
などでの差異が指摘されている（藤井正雄，1963；北村嘉行，
1994；小田匡保，2003）。こうした寺院宗派分布の知見は興
味深いものであるが，それらは都道府県別の寺院宗派数の集
計に基づいており，自然・文化基盤の異なる都市部と農村部
などが一括されるため，地域的な分布の特色は必ずしも明ら
かではない。多くの地方霊場は盆地ほどの地域内において成
立しており，地方霊場のもつ意味やそれらの地域的差異が示
すものについての検討には，都道府県単位での集計は十分で
はない。
　地方霊場にかかわる要因は多様であるが，寺院宗派のより
詳細な分布を手がかりとして，さらに霊場と諸地域基盤など
とのかかわりについても，分析をなし得るものと考えられる。
本論では，まず古くからの霊場の多い中央日本とその周辺に
おいて，地方霊場の実態を明らかにする。つぎに個々の寺院
の位置から，寺院宗派の分布を詳細に明らかにし，これにも
とづき霊場の地域的差異について検討する。また寺院宗派分
布は地域の自然的基盤のみならず，その歴史的な展開を反映
しているので，霊場と地域の神仏やさまざまな組織，行事な
どとのかかわりについて，年代的な変遷をたどりながら分析
し，霊場のもつ意味や成立等に関しての検討を試みる。
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Ⅱ　中央日本とその周辺各地の霊場
１．北陸の地方霊場と聖地
高岡三十三観音
　北陸の地方霊場の一つ高岡霊場では，高岡城から南西方向
に伸びた旧市街地に観音が多数祀られている。この付近の観
音像は，曹洞宗種徳寺に第十二番千手観音・第十三番如意輪
観音，浄土宗極楽寺に第二十二番千手観音，熊谷直実開基と
伝わる浄土宗西福寺に第二十六番聖観音など，寺院の境内や
門前，あるいは脇道などに祀られている。また曹洞宗禅幢寺
は第三十一番観音を祀るが現在は再建中のほか，第十六番の
浄土寺は，元弘初頃（1331年）に，時宗の他阿太空上人に庄
川辺の弁財天が夢告して創建されたが昭和21年に浄土宗に転
宗した。さらに曹洞宗観音寺に第二十七番如意輪観音，曹洞
宗林洞寺に第十一番准胝観音が安置されるなど，曹洞宗寺院
が多い。
　高岡三十三所の中でも，第二十八番の高野山真言宗総持寺
は，「かんのんでら」ともよばれている（図１）。同寺の門前
には三十三観音，鐘楼堂前に聖観音，観音堂に越中一国八番
千手観音が祀られる。この木造千手観音坐像は，正平三（1348）
年の銘があるという。境内に観音霊場の石碑のほか，新四国
八十八ヶ所第十六番総持寺の石碑，背の低い一国札所石碑が
建ち，さらに六十六部の石仏，聖が納めた32体の石仏，大
師講の石碑がのこるなど，高岡霊場の開創以前からさまざま
な霊場の札所とされてきた。
　この地は古くは「しきのが原」といわれたが，段丘北西縁
にある旧県社関野神社は，慶長九（1604）年に勧請された熊
野宮にはじまるといわれる。また段丘先端の高岡城址内にあ
る旧国幣中社射
い
水
みず
神社は，境内には日
ひ
吉
え
社
しゃ
，地主神を祀る悪
王子社，菊理媛神を祀る院内社，諏訪社があるが，明治期に
北西５kmの二上山から遷座したものである。また上述の総
持寺至近にある旧村社槌
つちの
宮
みや
には，大
おほとのぢのみこと
戸道尊・大
おほとのべのみこと
戸邊尊が祀
られており，この地では熊野信仰，山岳信仰，また諸神がか
かわるようすがみられる。
　このように高岡霊場では，曹洞宗寺院をはじめ浄土宗，真
言宗寺院に観音が安置されており，またこの地域には以前か
らの霊場も展開し，さらにこの地に霊場とかかわる諸信仰が
みられる。北陸にあって高岡周辺も浄土真宗寺院が多いが，
それらは高岡霊場にはかかわらない。
吉崎と諸社寺
　福井県北部に位置する北潟湖は，長さ６km，幅１km，深
さ３ｍほどの汽水湖で，加越台地が氷期に浸食されてできた
といわれる（図２）。その北端の吉崎に文明三（1471）年に
蓮如上人が来て，吉崎寺慶聞坊の千歳山に本坊や他屋を建て
た（図３）。現在も４月23日から５月２日に，吉崎の別院で
御忌法要が営まれ，蓮如像は東本願寺から吉崎までの北陸道
を往復する。また吉崎の北東９kmの加賀市橋立は北前船の
港であるが，蓮如上人北国御退去旧地の碑が建ち，また大谷
派福井別院橋立支院があって，浄土真宗と縁の深い地である。
　吉崎は海に近く，高度約30ｍの鹿島の森にはタブやスダジ
イなどが茂る。その頂に鹿島明神が祀られるほか，別院付近
に春日神社も鎮座する。文明六（1474）年三月に嫁を脅した
老女の顔に付いたとの伝承の面は，氏神に奉納されたもので
あり，吉崎への進出は富樫氏や高田派のみならず，土地に在
来の信仰とも相対したようすをうかがわせる。なお蓮如上人
の母は，観音の化身との信仰がある。
　吉崎の北東５kmの加賀市大聖寺市街にも，法華坊の毫
ごう
摂
しょう
寺
じ
をはじめ，龍谷山願成寺，本善寺など真宗大谷派の寺院が
多い。市街の西の錦城山（67ｍ）には，蓮如以前に栄えた白
山五院の一つ大聖寺があった。現在は県社山下神社とよばれ
る加賀神明宮と境内社の白山社が鎮座し，両社別当寺の神龍
山大聖寺慈光院の石碑が残る。また藩政期には，曹洞宗の全
昌寺，浄土宗の正覚寺，本門法華宗の久法寺と本光寺，日蓮
宗の宗寿寺などが山ノ下に集められて，武士たちの菩提寺と
なった。
　さらに吉崎から北東に12kmの柴山潟辺の片山津は，承応
二（1653）年発見と伝えられる温泉地であるが，柴山潟を臨
む丘にある高野山真言宗の愛染寺には，温泉に縁の薬師瑠璃
光如来がまつられる。またその境内に新西国三十三所霊場が
置かれ，稲荷大明神がまつられる。
　このように北陸でもとりわけ浄土真宗に縁の深い地にも，
さまざまな信仰が交錯しており，この地ではとくに白山信仰
の影響下にあり，また新たに霊場ともかかわるようすがみら
れる。
２． 関東の聖地と霊場
二十四輩寺院
　全国的にも浄土真宗寺院に霊場の札所が置かれることは，
日蓮系寺院と同様に例外的である。その一方で浄土真宗でも
二十四輩の聖跡が巡拝されてきた。現在も二十四輩寺院を含
めた「しんらんさまめぐり」の案内がされている。二十四
輩寺院は数多くさまざまであるが，二十四輩ごとに2寺ずつ
があげられている（新妻久郎，1996）。関東を例にすれば，
二十四輩寺院の巡拝は以下のようである。
　水戸の偕楽園の北側に信願寺がある。境内に「常陸国親鸞
聖跡二十四輩二十三番唯信房開基信願寺」の石柱が建てられ
ている。山門には納札が貼られているが，二十四輩の巡拝で
は，多くの霊場における納経帳ではなく，親鸞聖人巡拝集印
帖が携えられる。二十四輩の17ヶ寺が茨城県内にあるが，茨
城では浄土真宗寺院は全体の1割という。巡拝には，全国各
地からおとずれる。昔は歩いて廻り，また汽車に乗って廻っ
たが，現在は団体ではバス，少人数ではタクシーあるいは自
家用車が使われるという。
　二十四輩の第一番は，水海道市豊岡町にある高龍山報恩寺
である（図４）。この下総横曽根の地の性信房を中心とした
念仏者の集まりは，横曽根門徒とよばれる。親鸞聖人に師事
した性信上人だけでなく，二十四輩はいずれも浄土真宗でも
初期の頃に活動した。この報恩寺は鬼怒川の西方１kmの小
高い地にあり，境内裏手には水田が広がる。こうした立地は，
那珂郡大宮町付近からつくば市大曽根に移った第十八番仏名
山常福寺でも同様で，その境内裏手は低い水田地帯で，北方
10kmに筑波山を望む。
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　また報恩寺の北方2.5kmに天台宗別格本山・正覚山蓮前院
安楽寺がある。赤土粘土の台地上にあって300ｍ余も檜並木
の参道が続き，その奥の石段上に位置する。この満
みて
蔵
ぐら
の地に
は親鸞の弟子の西覆が開いた浄土真宗寺院があったが，西覆
と北条氏との血縁から下妻勢により滅ぼされ，その跡に天正
四（1576）年に大
おお
生
の
郷
ごう
天満宮別当寺の安楽寺が移された。江
戸時代には興国観音元
がん
三
ざん
大師を勧請し，日吉山王権現二十一
社をまつり，江戸城鬼門除けの祈願地とされて，厳しい統制
を受ける。一方で極楽浄土の安楽世界を欣求して修行する念
仏の道場として今日に至った。
　報恩寺の性信は，鹿島神宮の宮司の子に生まれたという。
また報恩寺から北に８㎞，結城郡石下町の鬼怒川堤防東200ｍ
にある第九番高柳山東弘寺は，「七難分毛」を寺宝とし，こ
れと同様のものが戸隠山，竹生島にもあるという。門徒衆の
多い地域においても，浄土真宗以前の信仰とのつながりがあ
り，また後にも為政者により他宗派の導入が行われて，宗派
が相互に交錯しあうようすがみられる。
大都市と霊場
　近世以降に都市の整備にともない，寺院は都市内外の一定
の地域に集められ，寺町が形成されたところが多い。こうし
た寺町付近にも多くの霊場がみられる。
　たとえば東京都台東区の谷中には，御府内八十八ヶ所霊場
中の７札所が，400ｍほどの街並みにならんでいる。北より
順に一巡すると，まず第四十二番観音寺は，周囲に古瓦を
使った築地塀をめぐらし，境内の右方に方一丈の大師堂があ
る（図５）。また弘法大師九百五十遠忌の石碑のほか，西国
三十二番近江観音寺の石碑や御府内二十一ヶ所第三番澄心講
の額もかかる。観音寺に続いて第六十四番加納院にも，御府
内二十一ヶ所第四番の石碑がある。第五十七番明王院の境内
には，東京七面山に江戸十大祖師の安産飯匙祖師をまつるほ
か，日本全鳥調理師司処・日本全鳥割烹調理師連盟による鳥
供養の包丁塚が建てられている。第六十三番観智院は，御府
内二十一ヶ所第六番でもある。第五十五番長久院には，大き
な石碑が建ち，南よりに第五十三番自性院がある。
　この谷中の地は，武蔵野台地の東端にあって南北に段丘崖
が延びる。荒川低地との間の御殿坂から南，鶯谷の言問通り
までが谷中霊園となる。西日暮里の道灌山は切り通しとなる
以前は，飛鳥山まで山が続いていたという。谷中の西側も段
丘が侵食されている。長運寺から玉林寺の周辺では，幅１ｍ
ほどの坂道，石段，踊り場が迷路のように続き，なお手押し
ポンプの井戸が残る。さらに河川の蛇行の跡を示す蛇道，夜
店通りに続く。かつて南北の不忍通りに平行して川が２，３
本並びよく氾濫したが，川の上に蓋をして夜店が出たことに
ちなんで夜店川とよばれるようになったという。これは旧藍
染川で神田川に流入する。一帯には，外人観光客も多い。
　付近はかつて忍岡とよばれ，社寺が立地しやすいところであ
る。江戸の鬼門の方角にあたることから，寛永二（1625）年
に東叡山寛永寺が創建された。その現在地は元は奥の院とい
い，境内にはさまざまなお堂がある。上述の自性院は慶長十六
（1611）年に神田に創建，慶安元（1648）年に現在地に移
転したように，谷中には神田方面から移ってきた寺が密集し，
寺町と呼ばれたという。周辺は日蓮宗のお寺が多いが，寛永
寺は天台宗，札所の7寺院はいずれも真言宗各派に属し，谷
中は観音院が中心のお寺であったという。寺院の移転後は江
戸の町から人々が寺に通ってきた。観智院には安永三（1774）
年銘の府内八十八ヶ所開基伝燈大阿闍梨正等不生位が置かれ
ており，これが示すように霊場の設置は寺院の移転後である。
３．　関西の霊場
京の都と霊場
　京都の市街地周辺には，多くの寺院や霊場がある。古くか
らの西国観音霊場も，東山から市街に多くの札所がある。
　西国霊場第十六番の音羽山清水寺は，京都市東山区にある。
東山の谷にかかる音羽の滝に，宝亀九（778）年に観音が祀
られた。延暦十七（798）年に坂上田村麻呂により仏殿が建
立されたが，境内には征服された阿
あ
弖
て
流
る
為
い
と母
も
礼
れ
の碑がある。
観音寺院特有の造りの清水の舞台は，音羽の滝のある南南東
を向き，京都市街を西に見る。なお本堂の背後に地
じ
主
しゅ
神社が
あり，大国主命が祀られている。
　市街の札所の立地は，清水寺とは異なる。第十七番補陀洛
山六波羅蜜寺は，清水寺の山下に位置する。同寺は踊り念仏
の実質的創始者といわれる空也上人が，天暦五（951）年に
開基した。第十八番紫雲山頂法寺六角堂は，京都市中京区に
ある。聖徳太子が祀られ，小野妹子が宝前に花を供えたのを
受け継ぎ，室町には専慶，専応が出た池坊華道発祥の地であ
る。また親鸞聖人も百日参籠されたという。第十九番霊
れい
麀
ゆう
山
ざん
行願寺革
こう
堂
どう
は，京都市中京区にある。皮聖とよばれた行円上
人が寛弘元（1004）年に創建し，一条小川にあったが宝永五
（1708）年の大火後に移転した。
　京都では，中心部は浄土系と日蓮系寺院，周辺部は禅系寺
院で占められている（図６）。これには自然の立地条件，ま
た都市建設の過程がかかわる。西国霊場の清水寺は北
きた
法
ほっ
相
そう
宗，
六波羅蜜寺は真言宗智山派，六角堂は単立，革堂は天台宗で
あり，周辺の寺院宗派とはやや異なるところがある。ただし
清水寺の他の札所は，京都でも市内中心部に集中している。
これらでは，人口密度の高い地域で，開祖以来人々と強く結
びついた行動がみられる。
　周辺に霊場は多い。六波羅蜜寺は七福神の福寿弁財天をま
つり，革堂は寿老人をまつる。革堂では加茂大明神も祀られ，
その南の浄土宗天性寺境内には鳥居も建つ。八坂塔の法観寺
は，京都十三佛第十一番阿
あ
閦
しゅく
如来，新京極の浄土宗西山深
草派誓願寺は昭和７年開創の新西国霊場第十五番，また蛸薬
師如来は京都十二薬師第十二番である。
京都周辺の霊場
　一方，京都周辺にある古くからの主要札所は，市内とは様
相が異なる。
　宮津市には，西国霊場でも最北に位置する，第二十八番成
なり
相
あい
寺
じ
がある（図7）。聖観世音菩薩をまつり橋立観音ともい
われ，観音堂には納札が多数貼られている。宮津湾の北に天
橋立の伸びる地にあり，鼓ヶ岳の南斜面300ｍ余の高さから
天橋立を俯瞰する。平成16年９月の23号台風で被害を受け，
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巡礼は危険と警告された。
　和歌山市には，那智にある第一番を除いて西国霊場でも最
南に位置する，第二番紀三井山金剛寶寺護国院がある。名草
山（229ｍ）の西向斜面中腹にあり，眼下に和歌山湾を望む。
　桜井市には京都以南では西国霊場でも最東に位置する，第
八番豊
ぶ
山
さん
長
は
谷
せ
寺
でら
がある。初瀬川から数十ｍ上の懸造の堂まで，
長い登廊で結ばれる。
　これらは，開創はいずれも古く，成相寺は慶雲元（704）年，
長谷寺の開山堂は神亀四（727）年，紀三井寺は宝亀元（770）
年とされる。成相寺は高野山真言宗で，成相山修験道総本部
がおかれ，紀三井寺は救世観音宗，長谷寺は真言宗豊山派で
ある。また南面する観音堂をはじめ，境内に多くの堂などが
ある。成相寺は水子地蔵，閻魔大王，熊野権現なども祀られ，
紀三井寺は堅固な石積みの上に多くの堂が建ち，三井水があ
り，白瀧大明神，身代わり大師がまつられ，長谷寺にも大黒
天，蔵王堂などがある。さらに他の霊場も開かれており，成
相寺は楽寿観音霊場第一番であり，その麓にある丹後国分寺
は，丹後半島東部の丹後与謝霊場第四番でもある。
　いずれも丘陵または山地の中腹に位置し，さまざまな諸仏
がまつられる霊地である。また真言系寺院で，人里からもやや
離れた修行の地であって，京都市内の札所とは対照的である。
南方の熊野と霊場
　京より南にあって，吉野はよい野，高野は高い野，熊野は
隈あるいは神の野の意を表すといわれる。平安のころより巡
礼の対象とされたのが熊野で，延喜七（907）年から弘安四
（1281）年まで，上皇や法皇の熊野御
ご
幸
こう
もおよそ100回あった。
　吉野を経て大峰奥
おく
駆
がけ
道を南下し，熊野川に下った地に熊野
本宮がある。熊野川の広く真白な河原に，熊野本宮大社の故
地，大
おお
斎
ゆの
原
はら
（図８）がある。明治22 (1889）年の大洪水で
社殿が倒壊，流失し，十二社中の上四社が現在地に移された
が，洪水には明治以降の開発あるいは温暖化の影響が考えら
れる。本宮の２㎞南西が，小栗判官伝承のある湯峰である。
熊野本宮大社は，仏教をとりいれて熊野三所権現，熊野十二
社権現をまつり，熊野牛
ご
王
おう
，おからす様とよばれる。石垣に
は熊野修験の名も記されている。
　熊野速玉大社は，４世紀頃の創建とされるが，現在地は新
宮で，元宮は神倉山のゴトビキ岩を御神体とする神倉神社で
ある。高
たかくらじのみこと
倉下命，天照大神を祀り，日本書紀では神武天皇が
熊
くま
野
の
神
みわの
邑
むら
に至り，この天
あめの
磐
いわ
盾
たて
に登ったという。20kmほど北
の七里御浜の花の窟
いわや
も，同様に巨岩を祀る。高さ70ｍの大岩
が伊
いざなみのみこと
弉冊尊，数ｍの小岩が軻
か
遇
ぐ
突
つ
智
ちの
神
かみ
である。新宮の速玉大
社が中央に認められるのは，天平神護二（766）年である。
新宮は熊野川が熊野灘に注ぐ地にあり，境内には梛
なぎ
の神木が
そびえる。熊野本宮とは九里八丁，熊野川で結ばれている。
本宮同様に熊野三神，十二神が祀られ，過去世救済，現世利
益，来世加護の大
おお
神
み
徳
のり
，すなわち滅罪と甦りの熊野権現信仰
がある。速玉大社の１㎞南東にある浮島の森は，神倉の聖，
あるいは山伏，の修行の地であったという。
　和歌山県東
ひがし
牟
む
婁
ろ
郡那智勝浦町にある熊野那智大社は，飛
ひ
瀧
りゅう
神
じん
を含む熊野十三神を祀る。修験の地であり，那智山熊
野権現といわれた。落差133ｍの那智の瀧の直下に別宮飛
ひ
瀧
ろう
神社があり，飛瀧権現，「お瀧」と称えられる。
　熊野三山では，およそ本宮は樹，新宮神倉は岩，那智で
は水が基底にみられる。三山の主神は，本宮では古くは
熊
くまのにいますかみ
野座神，新宮は熊野神の御子神の熊野速玉男命，那智は熊
野牟
む
須
す
美
び
大神であった。これら諸神は本宮では家
け
都
つ
美
み
御
み
子
こ
大
神，すなわち須佐之男命，新宮では天照大神，那智では伊邪
那美命にあたる。新宮高倉では２月６日夜の御灯祭で人々が
松明を持ち急な石段を駆け下り，花の窟では２月と10月のお
綱かけ神事で鼓吹歌舞の中で幡旗と花を飾った綱が巨岩から
降ろされるが，両社の祭神は日また火にまつわる。本宮の須
佐之男命は樹木神であるが，大峰の奥駆より本宮の河原へと
降りる。那智の滝は龍神すなわち水神である。それぞれの地
へと降り，また落下する様子は，諸神の降臨に付会されて，
神神が習合したように考えられる。
　熊野三山ではさらに，仏教が入って本地の仏が比定され，
神仏が習合した。飛瀧神社の祭神は大巳貴尊，本地は観世音
菩薩，開祖は役小角，守護は不動明王といわれる。この那智
では花山法王，弘法大師，伝教大師，一遍上人，文覚上人ら
も瀧行をしたといわれる。中でも時宗開祖の一遍上人は，熊
野権現で神勅を得て成道し，弘安二（1279）年には踊り念仏
を始めた。その後の時宗の宗門継承の際にも，参拝奉告され
るという。
　那智滝の下流５㎞，那智川河口に補陀洛山寺がある。隣に
熊野三所大神社があり，熊野詣に縁の渚の宮，浜の宮王子社
と称される。この地から補陀洛渡海が行われた。復元された
渡海船は長さ数ｍほどのうつぼ舟で，四方に発心門，修行門，
菩提門，涅槃門の殯
もがり
の鳥居をしつらえた入母屋造りの庵室を
載せている。渡海は貞観十（868）年から享保七（1722）年
まで25回が記されているが，熊野御幸が衰えた後，応仁の乱
（1467）の頃から多くなり，16世紀には10回を数えた。この
補陀洛浄土は観音の世界であり，明治以降に那智大社の地の
如意林堂は那智山青岸渡寺となるが，西国三十三観音霊場の
第一番の札所とされる。熊野は神が降臨し，神仏が習合する
地であるが，熊野御幸以降で盛んになる西国巡礼においては，
観音の浄土への旅立ちの聖地であるように考えられる。
東方の伊勢と霊場
　伊勢は最も多くの巡拝者の訪れる地である。伊勢は奈良よ
り初瀬を経，紀伊半島を横断する中央構造線沿いに伊勢本街
道を東に進んだ地であり，西の高野や南の熊野に対している。
伊勢の地は，吉野・大峯の修験道，熊野三山の神仏習合，高
野山の密教に対して，神道に特色がみられる。
　伊勢の皇太神宮，内宮は，南の八
はち
称
ね
宣
ぎ
山（420ｍ）に発す
る五十鈴川の８㎞ほど下流，平野への開口部にあり，またそ
こは朝熊ヶ岳（555ｍ）の尾根口にあたっている（図９）。北
西に４㎞離れた豊受大神宮，外宮は，前に宮川，背後に高倉
山（117ｍ）を控えた山田の原に位置する。内宮の天照大神
は二千年前の鎮座に対して，外宮の豊受大神は千五百年前に
丹波国から勧請された食物をつかさどる神とされる。内宮の
島路川左岸に南面して別宮風
かざ
日
ひの
祈
みの
宮
みや
，外宮の本殿南の斜面に
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別宮風
かぜのみや
宮が鎮座するのをはじめ，両社から離れた宮川の上流
部や志摩の湾奥部などにも別宮が位置している。
　内宮から東５㎞，朝熊山頂から100ｍほど下に，金剛証寺が
ある。金剛証寺から朝熊山頂直下の勝峰山呑海院奥之院まで
の卒塔婆道には，祖先を供養するための高さ数ｍにおよぶ塔
婆が立ち並ぶ（図10）。背後の朝熊山経ヶ峰（540ｍ）には，
保元元から文治二（1156～1186）年の銘のある40余基の経塚
があるが，修験にかかわるものである。
　なお内宮の前には，旧参宮街道おはらい町という賑やかな
門前町がある。その中ほどに，建治元（1275）年に建立され
た神仏習合の宇治法
ほう
楽
らく
舎
しゃ
跡があり，ここで蒙古撃退の祈願法
楽が行なわれた。
　すなわち伊勢の神宮は，内宮が鎮座した後に外宮が勧請さ
れて，主要な二社となった。関連社のほかにも周辺には祖先
崇拝，修験，神仏習合の跡がみられる。現在金剛証寺は臨済
宗南禅寺派で，伊勢神宮の鬼門を守る寺とされる。さまざま
な要素が流入した地において，伊勢西国三十三観音霊場が開
創され，金剛証寺はその第二番である。さらに紀伊から伊勢
にかけて多くの霊場が開創された。たとえば三重県南牟婁郡
鵜殿村の東正寺は，境内の馬蹄形の谷斜面に墓地をもつ，こ
の地域に多い曹洞宗寺院であるが，東海白寿三十三観音霊場
第二番，梅花百観音霊場第四十九番，熊野西国三十三ヶ所第
二十三番の札所でもある。
Ⅲ　寺院宗派分布と霊場
１．寺院の宗派
　前述のように，霊場には寺院宗派がかかわる。寺院宗派を
5つの系に分け，都道府県別のその構成率について，クラス
ター分析を適用して５つの宗派構成型を設定し，その全国的
分布の概要を明らかにした（田上善夫，2004b）。ただし寺院
あたり檀家数は，大正11年には真宗137.6，浄土宗103.7，真
言宗100.0，曹洞宗92.7，日蓮宗86.9，臨済宗82.0，天台宗66.6（小
田匡保，2003）であり，また寺院規模が異なるため，寺院の
数にもとづいた場合，それは宗派の趨勢そのものを表すわけ
ではない。
　さらに20余の宗派・系に分け，東北日本における主要宗派
別の個々の寺院の位置を示した（田上善夫，2005a）。中央日
本とその周辺においても，都府県別にその構成割合をくらべ
ると，比較的によく似た場合があり（図11），この分類は十
分ではない。また宗派は創始された後に流派などへの離散ま
た集合もあり，さらに地域内ではさまざまな宗派が分布する
場合も多い。
　そのためここでは『全国寺院大鑑』（全国寺院大鑑編纂委員
会，1991a, b）にもとづき，およそ200の宗派を大戦後の状況
にもとづいて63の分派にまとめることにする（表１）。さらに同
書の各寺院の宗派，所在地をもとに，ESRI社のArcMap8.1を
使用して，分派別に個別寺院について位置を示す。
２．寺院宗派分布の特色
天台系
　分派としての天台宗寺院は北関東に多く，とくに群馬に集
中し，南関東では千葉に多い（図12‒a）。また近畿にも広く
分布し，琵琶湖南から兵庫にかけて多くみられる。天台寺門
宗，天台真盛宗も，天台宗同様に総本山が大津市にあるが，
伊勢，近江，越前にかけては天台真盛宗が多く，新潟の魚沼
や中国・四国などには天台寺門宗が多い。
表１　主要な寺院宗派 全国寺院大鑑（1991）より集成
分派 （戦後） 宗派 （現在） 主要寺院
 （事務所）
所在地
天台宗 天台宗，浄土真宗遣迎院派，金峯山修験本宗，念法真教，鞍馬弘教，
圓浄宗，和宗，妙見宗，尾張高野山，粉河観音宗，修験道，大和宗，
西山宗，聖観音宗，孝道教団
延暦寺 滋賀県
天台寺門宗 天台寺門宗，本山修験宗，金剛宗，石土宗，験乗宗 園城寺 滋賀県
天台真盛宗 天台真盛宗 西教寺 滋賀県
高野山真言宗 高野山真言宗，真言宗犬鳴派，中山身語正宗，肥州高野山真心言宗，
真言宗大覚寺派，真言宗霊雲寺派，真言宗須磨寺派，霊山寺真言宗，
一切宗，信貴山真言宗，不動教，真言毘慮舎那宗，真言密宗，新真
言宗，真言宗五智教団，天宗
金剛峯寺 和歌山県
真言宗 真言宗善通寺派，真言宗金剛院派 善通寺 香川県
真言宗東寺派 真言宗東寺派，東寺真言宗 教王護国寺 京都府
真言宗醍醐派 真言宗醍醐派，解脱会，真如苑，真言聖天宗，真言宗鳳閣寺派 醍醐寺 京都府
真言宗御室派 真言宗御室派，真言三宝宗，石鎚山真言宗，真言宗九州教団，真言
宗花山院派，真言宗石鈇派，真言宗中山寺派
仁和寺 京都府
真言宗山階派 真言宗山階派，観音宗，光明真言宗，明算真言宗，真言宗国分寺派，
救世観音宗，民主真言宗児玉派
勧修寺 京都府
真言宗泉涌寺派 真言宗泉涌寺派 泉湧寺 京都府
真言宗豊山派 真言宗豊山派，真言宗大日派，新義真言宗湯殿山派，真言教団，真
言宗室生寺派
長谷寺 東京都
真言宗智山派 真言宗智山派，新義真言宗 智積院 京都府
真言宗諸派 卍教団，八宗兼学真修教，真言宗大師派，真言宗寿照派，弁天宗，
光明念佛身語聖宗，真言宗神道派
／ ／
浄土宗 浄土宗，浄土宗捨世派 知恩院 京都府
浄土宗西山派 西山浄土宗，浄土宗西山禅林寺派，浄土宗西山深草派 光明寺 京都府
真宗本願寺派 浄土真宗本願寺派 本願寺 京都府
真宗大谷派 真宗大谷派，真宗浄興寺派，弘願真宗 本願寺 京都府
真宗長生派 真宗長生派 長生寺 神奈川県
浄土真宗同朋教団 浄土真宗同朋教団 事務所 石川県
真宗高田派 真宗高田派，真宗北本願寺派 専修寺 三重県
真宗三門徒派 真宗三門徒派 専照寺 福井県
真宗木辺派 真宗木辺派 錦織寺 滋賀県
真宗仏光寺派 真宗仏光寺派，浄土真信宗浄光寺派 仏光寺 京都府
真宗出雲路派 真宗出雲路派 毫摂寺 福井県
真宗山元派 真宗山元派 証誠寺 福井県
真宗誠照寺派 真宗誠照寺派 誠照寺 福井県
真宗興正派 真宗興正派，門徒宗一味派 興正寺 京都府
融通念仏宗 融通念仏宗 大念仏寺 大阪府
時宗 時宗 清浄光寺 神奈川県
臨済宗建仁寺派 臨済宗建仁寺派 建仁寺 京都府
臨済宗建長寺派 臨済宗建長寺派 建長寺 神奈川県
臨済宗東福寺派 臨済宗東福寺派 東福寺 京都府
臨済宗圓覚寺派 臨済宗圓覚寺派，両忘禅教団，人間禅教団 圓覚寺 神奈川県
臨済宗南禅寺派 臨済宗南禅寺派 南禅寺 京都府
臨済宗大徳寺派 臨済宗大徳寺派 大徳寺 京都府
臨済宗妙心寺派 臨済宗妙心寺派，一畑薬師教団 妙心寺 京都府
臨済宗天龍寺派 臨済宗天龍寺派 天龍寺 京都府
臨済宗永源寺派 臨済宗永源寺派 永源寺 滋賀県
臨済宗向嶽寺派 臨済宗向嶽寺派 向嶽寺 山梨県
臨済宗相国寺派 臨済宗相国寺派，臨済宗興聖寺派 相国寺 京都府
臨済宗方広寺派 臨済宗方広寺派 方広寺 静岡県
臨済宗佛通寺派 臨済宗佛通寺派 彿通寺 広島県
臨済宗国泰寺派 臨済宗国泰寺派，洗心教団 国泰寺 富山県
曹洞宗 曹洞宗，三宝教団 永平寺・総持
寺
東京都
如来教 如来教 青大悲寺 愛知県
一尊教団 一尊教団 事務所 石川県
黄檗宗 黄檗宗 万福寺 京都府
日蓮宗 日蓮宗，日蓮本宗，法華真宗，法華日蓮宗，日本山妙法寺大僧伽，
正法法華宗，本化日蓮宗（兵庫），最上稲荷教，日蓮宗最上教，顕
本法華宗
久遠寺 東京都
日蓮正宗 日蓮正宗 大石寺 静岡県
創価学会 創価学会 ／ ／
法華宗（陣門流） 法華宗（陣門流） 本成寺 東京都
法華宗（本門流） 法華宗（本門流），本門佛立宗，日蓮主義仏立講，現証宗日蓮主義
仏立講，在家日蓮宗浄風会，本門法華宗，本派日蓮宗，本門経王宗，
日蓮法華宗（栃木），日蓮法華宗（福島）
光長寺・鷲山
寺・本興寺・
本能寺
東京都
法華宗（真門流） 法華宗（真門流） 本隆寺 京都府
本化正宗 日蓮宗不受不施派，本化日蓮宗（京都） 妙覚寺 岡山県
不受不施日蓮講門宗 不受不施日蓮講門宗 本覚寺 岡山県
国柱会 国柱会，本化妙宗連盟 事務所 東京都
正法会 正法会 事務所 東京都
霊友会 霊友会，妙智会教団，法師会教団，仏所護念会教団，正義会教団，
妙道会教団，大慧会教団
事務所 東京都
思親会 思親会，希心会 事務所 神奈川県
立正佼成会 立正佼成会 事務所 東京都
日蓮系諸派 大乗教，霊法会，大乗教団，日光教団，平等大慧会，妙法宗，天顕
教，GLA関西本部
／ ／
法相宗 法相宗，聖徳宗，不動宗，北法相宗 興福寺・薬師
寺
奈良県
華厳宗 華厳宗 東大寺 奈良県
律宗 律宗 唐招提寺 奈良県
真言律宗 真言律宗 西大寺 奈良県
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真言系
　高野山真言宗は，奈良から紀ノ川流域，大阪から兵庫に多
いが，近畿でも熊野には少ない（図12‒b）。また北陸，東海道，
群馬，中国四国の東部に多い。真言宗豊山派は，奈良，濃尾
平野，北信，上越に多い。関東では多いが，とくに利根川流
域から茨城にかけて，また東京湾岸に多い。真言宗智山派は，
奈良，京都から滋賀，福井に点在するほか，濃尾平野や信州
に多い。関東では多いが，とくに埼玉の利根川以南，房総半
島の東部，南部に多い。
　真言系の他宗派は，近畿地方の大阪平野周辺から和歌山に
かけて，また中国・四国で多い（図12‒c）。近畿地方でも北，
東，南部には少ない。中でも醍醐派は広域に分布する。関東
では湘南西部に東寺派，近畿では御室派，紀ノ川流域に山階
派，讃岐では善通寺を本山とする真言宗が多い。
浄土系
　浄土宗は，関東地方一円に広がるが，とくに東京，神奈川
で多く，また愛知以西の京都，大阪，湖南，伊勢に多いが，
とくに京都，奈良で多い（図12‒d）。東海，甲信，北陸にも
点在する。浄土宗西
せい
山
ざん
派は愛知，京都，和歌山に多い。融通
念仏宗は，奈良と大阪に集中する。時宗は関東地方に多い。
　浄土真宗本願寺派は，中越，上越，富山，福井，美濃，湖東，
奈良，和歌山，大阪，兵庫，さらに広島以西に多い（図12‒e）。
比率がとくに高いのは，富山，福井と，京都，三重を除く近
畿地方である。大阪から南ではとくに多いが，熊野にはない。
真宗大谷派は，北陸と愛知から西，大阪，兵庫にかけて多く，
とくに尾張，湖東，加賀では卓越するが，一方京都では少な
い。関東では東京にみられる。
　また，浄土真宗のその他の派は，三重，湖南，奈良，福井，
香川周辺で多い（図12‒f）。三重と魚沼で高田派，滋賀と新
潟で仏光寺派，滋賀で木
き
辺
べ
派，大阪と香川で興
こう
正
しょう
派が多い。
福井では高田派，仏光寺派のほか，誠
じょう
照
しょう
寺
じ
派，出雲路派な
どの各派が分布する。
禅系
　臨済宗でも京都に本山をもつ各派は，京都を中心に近畿，
さらに中国・四国と関東地方の一部に分布する（図12‒g）。
近畿・濃尾では，建仁寺派，東福寺派，南禅寺派，大徳寺派，
天龍寺派，相
しょう
国
こく
寺
じ
派が，重合して分布する。
　京都以外に本山のある臨済宗各派でも，関東西部および伊
豆では建長寺派，圓覚寺派の鎌倉系が多い（図12‒h）。永源
寺派は滋賀と濃尾，向嶽寺派は甲斐，方広寺派は遠州，仏通
寺派は広島，国泰寺派は富山，如来教は愛知に多い。
　臨済宗でも妙心寺派は全国的に分布し，とくに東海から濃
尾平野に多く，また紀伊，兵庫，さらに山陰と四国西部に多
い（図12‒i）。北陸や奈良にはほとんどみられない。曹洞宗
も全国的に展開しているが，とくに山梨，静岡で多い。一方，
飛騨と紀伊西部，また奈良，大阪，淡路島では少ない。曹洞
宗発祥の地である越前や能登では，必ずしも高くない。また，
黄檗宗は近畿・濃尾に多い。
日蓮系
　日蓮宗は，山梨，静岡で構成率が高く，東京湾岸と房総東
部にも多いが，関東の内陸では少なくなる（図12‒j）。日蓮
宗は都市部に多いが，中京圏では相対的に少なく，滋賀，三重，
富山や飛騨ではとくに少ない。なお，日蓮正宗や法華宗各派
も全国的に分布するが，同様に都市部を中心に分布が多い。
奈良仏教系
　法相宗，華厳宗，律宗，真言律宗ともに奈良盆地周辺に点
在し，そのほかの地域には少ない。
３．主要宗派の展開の経緯
　上述の宗派分布の特色は，現在みられるものであるが，霊
場の開創期の状態とは多少異なる。霊場の開創とからんだ各
宗派の分布・展開の概要は，以下のようである。
　まず奈良仏教に続いて，平安初に天台系と真言系が開かれ，
平安中期の融通念仏宗をはじめに平安末には浄土宗本派・捨
世派が開かれた。鎌倉に入ると，法燈国師は紀伊由良で念仏
禅を始めて熊野詣の人々にも説いたが，また径
きん
山
ざん
寺
じ
味噌や尺
八を広めて後に虚無僧の普
ふ
化
け
宗となったという。南北朝期頃
から，三河法蔵寺や紀伊総持寺を中心に浄土宗西山派が発展
した。
　その頃から各国守護と密接な禅宗五山派，臨済禅寺院が，
全国に展開し，後には曹洞禅寺院が続いた。近世初頭には五
山派寺院は臨済宗妙心寺派に変わっていった（広瀬良弘，
1988）。越中では，曹洞宗が在地領主層の外護を受け，修験
的要素を生かしながら地域社会や民衆の間に入り，先進農村
地帯よりも後進農村地帯や山村地域に発展した（広瀬良弘，
1988）。
　応仁の乱後に蓮如が越前吉崎に至り，御
おん
文
ふみ
という平易な文
書伝道により農民層を門徒化し，また従来の「惣」と真宗教
団の「組」「講」が適合して，真宗は越中から北に拡大した（梅
原隆章，1974）。秀吉は本願寺の教如を退隠させ，准如に代
えたが，かつて信長に徹底抗戦を唱えた教如は，後に家康か
ら寺地を得て東本願寺を分立させた（大桑 斉，1978b）。
　この真宗は，薩摩藩では禁止にいたる（笠原一男編，
1977）が，封建権力の外護に依存しなかった浄土真宗は，明
治の政体変革期に進出した。また既成教団は地方の高年層に，
新興宗教は都市の若年層に受容された（藤井正雄，1963）と
いい，都市部において後発あるいは新興の宗派が展開するよ
うすは，寺院宗派の分布にも示される。現在も滋賀県では，
浄土宗は中流の丘陵・盆地に，真宗は扇状地・三角州の穀倉
地帯に多いのに対し，禅宗や天台宗は山村などに多い（伊藤
唯真，1960）。
　およそ霊場は天台系・真言系とかかわりが深いので，それ
らの多く分布する瀬戸内東部周辺には，西国霊場および四国
霊場の部分がある。また西国霊場における南紀や四国霊場に
おける土佐は天台系・真言系が少なく，そこでは札所は希薄
となる。ただし辺地であって，霊場の成立においては重要な
意味を含んでいる。
　また真言系，天台系は古い宗派に属し，都市部では少ない。
しかし霊場は都市部とも深くかかわることは，後進宗派の進
出の中で比率は低下したが，真言系や天台宗寺院が他に転宗
しないで存続していることによると考えられる。
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Ⅳ　霊場およびその変遷の検討
１．霊地と自然景観
　およそ先行する宗派が山や周辺に立脚し，新たな宗派が都
市に進出する間にあって，地方霊場も開創されてきた。もと
もと山中や山麓の岩や滝に臨んで，多くの霊地がある（田上
善夫，2003a）。霊場札所は高みに位置しており，山門まで長
い石段が続くものも多い。札所の高度および札所の位置ある
いは背後の山地の高さを示すと，数百ｍほどの低山であるこ
とが多い。これは西国霊場に典型的である（図13）。
　この札所の置かれた地の特色は，四国霊場でも同様である
（図14）。讃岐平野でも屋島や八剣山のように小山の頂に位
置するか，中腹400ｍ付近にあることが多い。これらのように，
霊場寺院には類似した山の型がみられ，とくに平野の孤立峰
が多い。
　山地に置かれた札所は奥州三十三観音にもみられるが，坂
東霊場では平野内部に存在する丘陵に位置するものが多い
（図15）。一方二十四輩では，山地の札所はみられない。広
島新四国でも，小起伏地が選ばれている。
　霊場の札所寺院が山腹あるいは山頂付近に位置すること
は，神社が山体を神實としたり，また霊山が信仰の対象とさ
れることに通じる。こうした霊地あるいは聖地においては，
さまざまな信仰が交錯することが多い。伊勢においては，内
宮は大和からの遷座に対して，外宮は丹波からの勧請である。
さらに朝熊山には修験道，仏教，祖先崇拝が存在する。内宮
門前にも習合寺社が建てられ，戦後も外宮に隣接して新興の
念法真教寺院が建てられた。
　紀伊半島の中央構造線の南側では，山脈が南北に平行して
走る。中央構造線の最東端に伊勢があり，大峰山脈の北縁に
は吉野があり，奈良・和歌山県境の北縁に高野が位置する。
とくに修験においては，こうした地は峰入りの地として重要
である。霊地・聖地の存在は周囲の景観とかかわっており，
このことは神仏その他を問わず，霊地・聖地のもつ普遍性を
示すと考えられる。
２．霊場と密教寺院
　地方霊場の札所は，大伽藍の寺院には少なく，堂庵や路傍
の石仏のこともある。寺院であるにしても，宗派は多岐にわ
たる。西国霊場では，天台系や真言系の諸宗派や修験系の宗
派で占められる。四国霊場では真言系が多く，天台・禅系寺
院も含まれる。
　全地方霊場について集計すると，真言系が最も多く，禅系
が次いでいる（図16)。とくに高野山真言宗と曹洞宗の寺院
が多い。しかし宗派ごとの，霊場札所の寺院総数に占める割
合は，真言系の中で各派の差は小さい（図17）。また禅宗寺
院では，割合はかなり低い。このことは霊場札所には真言系
の諸宗派がかかわることを示しており，霊場は密教と共通の
基盤を有しているといえる。
３．周辺の山と修行
　西国霊場や四国霊場は範囲は地方内であるが，それが全国
におよぶ六部あるいは六十六部巡礼は，室町時代初めより行
われ，江戸時代に最も盛んであった。全国六十六ヵ国の寺社
に法華経を奉納するが，参拝する寺社も順序も一定ではな
かった（真野俊和，1980）。立山などもその対象となる。
　西国観音霊場は畿内を中心として，畿内の周縁部も巡回す
る。発願は熊野の那智である。伊勢は神道の，吉野は修験道
の，高野は密教の，比叡は仏教の要地であるが，それらは西
国の札所には含まれない。坂東観音霊場では，関東平野の中
心部には札所はなく，周辺山地に数多い霊地を巡る。立木や
榛名などのように竜神が多くまつられ，また秩父霊場も荒川
の水源地域にあたるが，農耕と結びついた水の祭祀の地が，
周辺に位置している。四国遍路では，巡拝路は四国の海岸付
近，山地の縁を周回する。すなわち西国や四国などの霊場で
も，周辺を巡ることに特色がある。
　周辺の地でも，とくに低山や端山に札所が置かれている。
霊場の巡拝以前より，比叡山では千日回峰行が行われ，修験
や山岳信仰でも次々と峰の神仏を明らかにし，また吉野・大
峰の奥
おく
駆
がけ
や修験の峰
みね
入
いり
は，山岳の霊地を巡る修行である。
高野聖や新宮神倉の聖も，山伏とも沙門ともみなされるもの
であった。すなわち霊場は，周辺に多いと同時に，それは山
地と結びついており，そこを巡って修行する修験道ともかか
わっている。
４．神仏習合と熊野詣
　先述のように熊野では本宮では樹叢，新宮神倉では岩，那
智では滝が各々神實と考えられる。熊野三山では，国津神に
天津神の伝承が付与され，さらに仏教説話が作られて広めら
れた，神神さらに神仏の習合の地である。また本宮至近の湯
峰は霊験あらたかな湯であり，旧社殿地の大
おお
斎
ゆの
原
はら
も湯の原に
由来するかもしれない。いずれにしても照葉樹林の熊野は，
京の都とは異なる南の地であり，さらに観音信仰の南方補陀
落浄土に向って熊野灘が開けている。こうした熊野三山の多
岐にわたる複合的性格は，貴顕から庶民までの幅広い信仰を
集めたと考えられる。
　本宮は修験の大峰奥駆道の降り口にあたる。しかし，一般
には京都から国家第二の宗廟といわれる石清水八幡宮を経
て，大阪，田辺，さらに中
なか
辺
へ
路
じ
より本宮に至り，さらに雲取
越えで那智に，あるいは川下りで新宮に向かい，両社に参っ
て戻る。八剣山（1915ｍ）をはじめ高峰の続く大峰稜線の奥
駆道は修行の場であり，高野山から南に1000ｍ近い登降を繰
り返す小辺路も通行困難なのに対して，中辺路では三越峠
（550ｍ）を越えるのみである。この熊野古道には九十九王
子が安置され，道中で王子に参る。ただしその順路は巡回す
ることなく，京から往復されるが，それは後に賑わう西国巡
礼にくらべて，やや単調である。
５．東国にとっての西国霊場
　西国観音霊場は平安末期に天台宗寺門派の僧により組織さ
れ，真言系の修験者も大峰山や葛城山での山林抖
と
擻
そう
の一環と
した。近世には三十三札所のほかにも，高野山，大阪市中，
吉野・多武峰，比叡山，京都市中，愛宕山，兵庫などが巡ら
れた。江戸から西国霊場に行くにも，鎌倉・江ノ島，相模大
山，富士山，身延山，久能山，秋葉山，鳳来寺山，津島，伊
勢をめぐり，途中に金毘羅，書写山に立ち寄り，帰りにも善
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光寺，妙義山・榛名山，また太平山などが含められた（田中
智彦，2001）。
　また坂東観音霊場は，その巡拝路の不連続から鎌倉・逗子
圏，相模圏，武蔵圏，関東圏の四重構造をみることができる。
箱根の先はさらに外郭圏となるので，坂東霊場に続きその周
辺に拡張された霊場と想定されて，西国霊場およびその往復
を含めた巡拝がなされたことも考えられる。
　いずれにしても「西国霊場」の名は，東国，東日本からの
よびかたを示しており，実際，発願の那智から結願の谷汲に
至る順路は東国に都合がよい。「伊勢に七度，熊野に三度…」
といわれた盛んな参拝に，上述のように東国からの順路の中
に，西国も組み込まれたとも考えられる（図18）。
　西国以来，霊場には体系化された理論や教義はみられない
一方，お伊勢参りにはさまざまな道中記が作られた。西国霊
場にも，京の都や天橋立や竹生島などの景勝地が含まれ，そ
れらは多くの人々を魅きつけたと考えられる。すなわち西国
霊場は観音信仰にもとづいているにしても，信仰以外の要素
も多分にみられる。幕藩制のもとではこうした参拝がときに
は方便とされたことも考えられるが，近代にはその必然性は
低下した。
６．巡拝の素地と四国遍路
　貞享四（1687）年に宥
ゆう
辨
べん
真念が『四国遍路道
みち  しるべ
指南』という
案内記を著して（森 正人，2002)，四国霊場が広く知られる
ようになる。ただし，藩政期に四国遍路の死者は1185名に達
し，病を得た人々の最後に訪れる所でもあった。天保四（1833）
年に，土佐では他国遍路の領内通過日数は30日などと厳し
く制限した（真野俊和，1980)。明治８年頃には四国を一周
するコースが復活した（稲田道彦，2001）が，土佐では遍路
は病気を蔓延したり，強盗，行倒れとなるとされ，明治34年
には警察が381人の遍路を追い払う（頼富本宏・白木利幸，
2001）など，歓迎されない面があった。真言宗からの四国霊
場への積極的な関与はなかったが，1929年になって東京の「遍
路同行会」が，徒歩による巡礼は弘法大師の教えを具現化し
煩悩を払う，とした。ただし，施しを受けながらの巡礼とは
区別された（森 正人，2002）。
　一方で八十八ヶ所にも地方霊場が開かれており，それらは
観音霊場よりも新しく，西南日本に多くみられる（田上善夫，
2003b）。とくに徳島県に82ヶ所，愛媛県に119ヶ所の新四国
写し霊場が，集落内の里山や寺院の裏山などにあって，山に
宿る神への信仰とかかわっている（山本 準，2003）。高知県
の新四国では，本来の辺路信仰から大師信仰となり，豊作祈
願の要素や農閑期のレクリエーションの性格によって農村に
多い（頼富本宏・白木利幸，2001）。
　四国霊場は西国霊場にくらべて，物見遊山よりも生活に即
した様相をみせ，また為政者から忌避される面があった。し
かしこれらのことは，四国の霊場としての性格を示すように
考えられる。四国には多くの地方霊場が開創され，また民
間のお接待の風習のように，地元に深く根付いた信仰的基盤
がある。四国内で順路が周回し，繰り返し巡拝されるのも，
輪廻に通じるものがある。物乞いの流入阻止は土佐で顕著で
あったが，阿波に高野山真言宗，伊予に真言宗智山派・豊山
派，讃岐に真言宗が多いのにひきかえ，土佐および南予では
真言系寺院が少ないことが，為政者の遍路への対応に反映さ
れたとも考えられる。いずれにしても南方を目指して四国霊
場を訪れた人々が多く，食に窮した人々が多数のときには問
題化したが，そのことはまた照葉樹林の地の魅力や人々を迎
え入れる素地の存在を示しており，それらは四国遍路の大き
な要因になったことが考えられる。
７．都市内における霊場の開創
　およそ地方霊場は真言系，天台系，禅系寺院の多い地域に
みられる一方，浄土真宗や日蓮系寺院の多い地域では少ない。
東京の御府内霊場は，谷中のような日蓮宗寺院の多い中にあ
るが，札所には真言宗寺院が選ばれている。
　この真言系など特定宗派の多少とは，地域における他宗派
とそれらの相対的な割合ではなく，特定宗派寺院の数そのも
のがかかわっており，上記の宗派寺院のあるところであれば，
地方霊場が開創されている。
　ただし地方霊場開創に関して寺院宗派分布は要因の一つで
あり，また個々の地方霊場は異なる宗派から構成されていて，
霊場は寺院また宗派とはやや異質なものである。さらに，寺
院宗派分布自体が地域の自然的基盤の上にあってその影響を
受けており，これらが地方霊場の開創に複合的にかかわるこ
とはいうまでもない。
８．地域における霊場
　近世には越中でも，古くから霊場とされる地のほかに，都
市内の寺院や石仏をめぐる霊場が開創された（田上善夫，
2004a）。高岡霊場の市街中心部付近にみられたように，観音
の安置されている寺院は特定の宗派であり，霊場全体では曹
洞宗20，浄土宗５，真言系５，他３である。このように曹洞
宗への集中が顕著であるが，それは霊場の中では少ない。
　もともと富山県内では，立山や医王山に天台宗，石動山や
二上山に真言宗が勢力を伸ばし，剣岳から早月川水系は東密
系修験，立山から常願寺川水系は台密系修験となり（梅原隆
章，1974），古くから各地の山麓付近に天台・真言系の勢力
が展開した。その後，正安元（1299）年以降には二上山を中
心に国泰寺派，元徳二（1330）年以降には放生津の興化寺を
はじめ念仏禅の法燈派寺院が広まって，臨済系寺院が展開す
るようになった（広瀬良弘，1988）。
　曹洞系寺院の展開はその後で，元享三（1323）年以降に氷
見から射水郡に永光寺系，建徳元（1370）年以降に常願寺川
流域付近に総持寺系が広まった（広瀬良弘，1988）。曹洞宗
は戦国期には在地領主により拡大し，明暦二（1656）年に前
田氏により瑞龍寺が創建された。
　その後には，明徳元（1390）年に浄土真宗の瑞泉寺が創建
され，文明十三（1481）年以降には同安養寺（勝興寺）と勢
力を二分し（奥田淳爾，1974），さらに瑞泉寺は慶安三（1650）
年に東本願寺に帰した（広瀬良弘，1988）。高岡では現在は，
浄土真宗寺院が過半を占めているが，勝興寺は伏木，瑞泉寺
は井波にあるために，中心市街地からは離れている。
　霊場には一般に真言系寺院が多いが，越中ではそれらは山
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麓に展開し，高岡市内の257寺中に天台系はなく，真言系も
17寺で，それだけで三十三所を満たすことはできない。秩父
霊場や奥州霊場のように，地域内の寺院の大半が禅系で占め
られるところでは，札所も禅系寺院が中心となる。高岡は現
在臨済宗寺院は７，曹洞宗寺院は40であるが，二上山や能登
に近く，また前田氏の保護もあって禅系の影響が大きく，そ
のため高岡霊場では，曹洞宗寺院は真言宗寺院以上に札所に
含められたことが考えられる。霊場札所は三十三，八十八な
どの聖数を基本とするために，都市内部の霊場の場合には地
域事情にもとづく多様な場合が生じ，さまざまな都市内霊場
が開創されることにより，霊場の性格も複雑化する。
９．基層の信仰の影響
　北陸は寺院宗派からみると，浄土真宗が圧倒的である。た
だし地域には寺院とともに神社があり，両者の分布は異なる
ために，霊場にかかわる地域の信仰的基盤は，寺院宗派だけ
では把握できない。
　たとえば加賀では，養老二（718）年に泰澄が白山の神や
本地の仏を明らかにした。平安中頃には天台宗別院の白山本
宮白山寺とされたのをはじめ，周辺に白山五院や白山三箇寺
など多くの有力寺院が開かれたが，これらの寺院は室町で姿
を消した。一方で，白山神社および菊理媛神を祀る社は，現
在も多数にのぼる（下出積興，1978）。また温泉堂という広
範囲の信仰を集める薬師信仰も，同地に定着している（浅香
年木，1978）。
　寺院の趨勢の変化の兆しは，正応三（1289）年に至った時
宗の他
た
阿
あ
真
しん
教
きょう
で，神勅念仏として神社で結縁する時宗は，同
じ阿弥陀信仰の白山信仰との関係で展開した。文明三（1471）
年には蓮如が吉崎に至り，また浄土宗鎮西派の流れをひく一
向を含めて，真宗と時宗とは一向宗とよばれた（大桑 斉，
1978a）。また，福井県大野郡に進出した三河高田派系は三門
徒派を形成したが，寛正五（1464）年に専修寺が伊勢一身田
に移り，鯖江には京都出雲路派の毫摂寺が移った（大桑 斉，
1978a）。真宗でも石川県江沼郡の有力寺院は准如方についた
（大桑 斉，1978b）が，現在は真宗大谷派が多い。
　この白山寺院がなくなる一方で白山神社が存続したのは，
神社は白山に対する地元の民間信仰，白き神々の座，白山比
咩神にあったためとされる。また白山信仰を通じて念仏や阿
弥陀が展開されたなら，基底にある白山信仰の影響は大きい
と考えられる。白山を中心とした山岳信仰の伝統があり，か
つ多くの寺院宗派が移って存続することは，そこに聖地，霊
地としての基盤が存在することも暗示している。これらは霊
場の開創の要因と考えられるが，全国的にみれば北陸には霊
場が少ない（田上善夫，2005b）。これは白山寺院から真宗寺
院に趨勢が変化する中で，密教的また修験的な面が表に出る
ことがなくなったことや，札所は神社におかれることは少な
いことなどによると考えられる。
10．霊場と二十四輩巡拝
　先述のように浄土真宗では，二十四輩巡拝，しんらんさま
めぐり，として親鸞聖人と弟子の聖跡が巡られている。富山
には浄土真宗寺院が多いが，富山から西国霊場や四国霊場の
ほか，この二十四輩巡拝に多数出かけたといわれる。また
二十四輩巡拝の中心の茨城には，利賀村や城端町から文化二
（1805）年以降に移住した（中川 正，1983）が，それには
二十四輩巡拝も契機の一つといわれる。
　霊場にはさまざまな霊地や宗派などがかかわり，わずかで
はあるが霊場札所は浄土真宗寺院にもおかれ，しんらんさま
めぐりでは，浄土真宗以外の寺院も含まれている。いわゆる
霊場とは異なる点が多いにせよ，順序だったルートも示され
るようになり，類似する点も多い。
　二十四輩巡拝の起源は明らかでないが，こうした聖跡巡り
がさまざまに行われている。浄土真宗ではほかにも，蓮如忌
には吉崎に御幸がなされている。また本山参詣は日蓮系や浄
土真宗でも行われ，こうした聖地や聖跡を訪ねることは，い
ずれにしても聖地への巡礼と類似した行為となる。四国遍路
に対してお接待をせず，霊場とは異なる位置にあることがい
われるが，その不受不施や報恩行にそぐわぬ場合があるため
で，遍路に直接的にはかかわらないだけと考えられる。
　また，先述のように霊場は寺院宗派とは異なるために，寺
院から巡拝が指示されるわけではないが，さまざまな形で多
くの巡礼が行われてきた。浄土真宗でも，信徒にある霊場の
巡礼への期待のようなものから，親鸞聖人の聖跡巡りが成立
したのではないかと考えられる。
Ⅴ　おわりに
　本研究では，まず中央日本とその周辺各地の霊場や聖地に
ついて現地調査を行い，それらと関係する宗派の分布を全寺
院について明らかにした。さらに各地の霊場や霊場の時代的
変遷を，とくに霊場のある地域の自然や信仰などの諸基盤な
どから検討した。その主要な成果は以下のようにまとめられ
る。
　まず各地方の霊地は特徴的な自然景観の中に置かれるが，
そこにはまた複数の神社や異なる宗派の寺院などが集まるよ
うすがみられる。こうした霊地とその周辺に共通するのはそ
の非日常性であり，日々の営みから離れた地においては神
社や寺院の併設は通常にみられる。また極楽に対して地獄，
聖地に対して遊里のような対極的な地ですら，その非日常性
により近隣に集まって相互をより際立たせるが，それらによ
り霊地と周辺は多様な要素を含んだ複合的性格が付されてい
る。
　さまざまな霊地を結んだ霊場はさらに複雑であり，多様な
要素が包括されている。各霊地におかれた寺院を連ねて宗派
は真言系をはじめ多岐にわたり，熊野古道の九十九王子のよ
うに祀られるのは多数の神々にもおよぶ。また伊勢，熊野，
吉野，高野，比叡などの中央の霊地から，西国霊場や四国霊
場ではさらに周辺地域の霊地に拡大されることにより，地方
的な要素を取り込んで，より複合的性格を帯びるようになっ
た。
　こうした霊場の複合的な性格は，霊場の展開にも基本的に
みられる。およそ畿内周辺には伊勢に神道，高野に密教，吉
野に修験の中心がある中，熊野では天神地祇，本地仏などの
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習合が促進された。南方の熊野の地における多くの神仏が貴
顕の希求に沿い，また多くの人々の熊野詣が行われた。
　熊野詣の賑わいはやがて西国巡礼のそれへと移っていっ
た。西国霊場でまつられる観音は，多くの宗派で本尊とさ
れ，また観音の般若心経は広く唱えられ，霊場はさまざまな
神を含めた日本的な性格の地として受容された。西国霊場は
三十三札所のみでなく，伊勢や吉野，高野，また霊山や景勝
地などが組み合わされることにより，きわめて多様な内容を
含むようになった。さらに四国霊場では，今日でも多くの遍
路が行われている。札所では観音のほか，不動，地蔵などが
まつられている。弘法大師の聖跡を「同行二人」で巡ること
により，札所にはさまざまな日本の神仏の地が含まれる。ま
た辺路信仰，温暖の地，お接待の信仰的風土などからも，広
範な関心を集めたと考えられる。
　近世以来，多くの地方写し霊場が開創されたが，少数であっ
ても真言系寺院あれば札所とされた。真言系寺院が少なく，
また他の有力寺院があるような地では，他の宗派寺院中心の
霊場も開創された。また地域における寺院宗派の趨勢には，
大きな変遷があった。地域の神を祀り地元と結びついた神社
が，存続することがある。そうした地では札所が寺院におか
れていても，信仰的な基盤は地元社などにあり，また寺院に
しても地域的な性格を帯びていることが考えられる。
　霊場は，西国三十三観音と四国八十八ヶ所が典型であり，
札所を納経して廻る。しかし，聖地や聖跡などはどの宗教に
もみられ，霊場と同じようにそれらが巡拝されている。
　本論で述べたように，霊場にはさまざまな神仏がまつられ，
時代とともに霊場はさらに多様化したとみることができる。
この多様性は霊場の特色と考えられるが，本論ではそれとか
かわりの深い神社分布については示さなかった。こうした霊
場の多様性や複合性にかかわる問題の分析は，今後の課題で
ある
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